
コンピューターを利用した音声・音韻教育教材開発の理論

石原淳也

1.はじめに

筆者は、平成11年度春より、広島大学多和田直一点幡授を研究代表者とする科学研究費補助金

基盤研究(C) (2) 「マルチメディア教育支援システムの研究」 (課題番号10680220)に研究協力

者として参加し、いくつかの成果を得た。本論文はその内の一・一つである、多和田鼻一郎(広島大学

教動、堀田泰司(広島大学助教動、山口敬次(広島大学大学完生)との共同プロジェクトによ

って開発したコンピューターを利用した二つの音声・晋払教育教材'HearingChecker」 、 'Hearing

Master」について、筆者が担当したソフトウエアデザインの理論的背景について論じるものである。

2.音声・音抹教育が持つ問題

「般的に、 Critical Period以降に外国語の音声・音韻体系を完全に習得することは難しく、石

原(1994、 1996、 1997a、 1997b)において示したように、 LTの発音は母語の音声・音親体系の影響

を強く受ける。従って、外国語音声教育において求められることは、つまるところ極力Llの影響

を封除し、学習者がLTによるコミュニケーションを行う際に使用する音声や中間言語的音韻体系

を、よりLTの音声や音韻体系に近いもの-と近づけることである。

ところが、教室における発音練習においてさえ、自分の発音が正しいのかどうか、正しくなけれ

ば可が違うのかといった判断は、実は最終的にi域市の側ではなく学習者の側にゆだねられている。

指導者が学習者の発音を聞きそれを修正しようとする場合、音声学的な訓練を受けていない学習

者に対してはその発音のどの部分をどのように改めることによって適切な発音になるのかを説明

することはとても難LL㌔いきおい正しいモデルを発音して、それを模倣させるという手段をとる

ことになる。しかしその場合、自分の発音のどの部分にモデルの発音との違いがあるのかというこ

とは学習者にとって非常に目覚しにくし㌔　というよりも、むしろモデルの発音において示されてい
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る修正すべきポイントとなる音声学的特徴に無自覚であるからこそ学習者は不適切な発音をする

のだと考えるべきである。更に、今度は自分の発音のどの部分を変えようかという判断も、必ずし

も修正すべき方向性を考えるだけの材料を持たない学習者に委ねざるを得なし㌔

また通常の授業において、その修正がうまくいくまで教員が延々と一人の学習者に時間を割くこ

とは当然不可能である。教員の立場としてはうまく発音できない学生であっても数回リピートさせ、

適当なところで切り上げなければならなし＼このような方法は一見学習者の発音にフィードバック

を与えているように見えて、実は適切なフィードバックを与えていないのである。

また、ターゲットとなる言語の話者との実際のオーラルコミュニケーションにおいて、学習者の

発音の間違いがそれほど重大なものでなく、聞き手が言語外的/言語内的文脈から様々な推論をす

ることによって修正され適切に理解される程度のものであれば、自分の発音に間重いがあること自

体に日本語学習者が気がつかなも場合さえ実は相当ある.

以上のような学習者の音声産出学習面での困難は、しばしば学習者の音声産出技能上の問題であ

ると理解されがちであるが、少し考えてみれば、むしろこれは学習者の自己モニター技能が不十分

なため、特に自己モニター技能の中核を構成する、目標言語である日本語の各青魚蛸をつ弁別的な

特徴の聴覚的イメージないしゲシュタルトを習得できていないことがその大きな要因であること

は明らかである。我々日本繊市が学習者に身に付けさせねばならないことは日本語の各音素が持

つ弁別的な特徴の聴覚的イメージなのであるが、どのような音声糊S criticalなのかとい

うことを演緯的に教育することは非常に難LV ㌔あるいは分節音に関する音韻論的な学習は演緯的

には行われえないのかもしれなし＼

「方、コンピューターを音声教育に用いる際の利点は、学習者が自分で好きなだけ時間をかける

ことができること、そして何よりも個々の学習者に通常の授業では与えることのできないようなフ

ィードバックを与えることができる点にある。また、音声・音韻教育の目的は、その珊こおいて

どのような音声がどのような条件の下で他の音声と対立するか、またはしないかという規則の総体
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を身に付け、その規則を聴覚理解、音声産出の場面で実際に使えるようになることであるのだが、

以下説明するソフトウエアにおいて欄悪覚刺激を自由に設定することが可能なので、性、年齢、出

身地を異にする多くの発話者の音声を用いることによって、日本語の音声学的特徴、音韻論的規則

を「帰納的」に学習することが可能となるのである。

3. Heari喝Checker

Hearing Checker (j図1) tも提示される単語レベルの音声刺激の中に、日本語の特定の音素ある

いは、日本語において特定の晋醸論的特徴を共有する青嵐たとえば萄音、清音、擬音、促音など

が存在するかしないかを学習者に判断させる一種のクイズである。このアプリケーションの中では、

日本語の音素がどのような条件下でどのようなバリエーションを持つのかという刺激を、適卯こ、

また数を増やして提示し、それに対する学習者の反応に一つ一つ適切なフィードバックを与え、正

反応のみを強化することによって、ある音素・書類にとって重要な音捉対生や音扱規則、あるいは

音素のゲシュタルトを身に付けることができる。



例えば、日本語学習者にとって、比較的難しい日本語の撰膏血/ (ひらがなの「ん」で表される

ような音素)は、条件異音として[m]、 [n]、 [tj]、 [N]、その他鼻母音など様々なバリエーション

を持つが、そのような異音の現れる音韻環境を伴う音連続を「この中に『ん』はありますか」とい

う質問と共に、ダミーとなるものを適切に漁ぜて刺激として提示し、それに対する反応が正しけれ

ばここちょい音や「正解です」等のことばで弓封ヒし、どのような条件を伴う鼻音が血/なのかを学

習することができる。さらに、中国語、韓国語など[有気性]という素性によって音を区別する体

系を持つ言語の話者にとってかなり難しい、 [有声性]という素性によって区別される日本語の濁音、

清音の違いも、このアプリケーションの中で、適切に選ばれた刺激を使って瓢験することで効果的

に学習できるのである。

Hearing Checker ('ij是示する刺激を自由に設定することができるo上で述べたような学習者の母

語の音韻体系と日本語の音韻体系の違いに応じて、間違えやすいと考えられる音類をターゲットと

した刺激を作れば様々な日本語学習者に対応する。

また、 Hearing Checkerでは後で触れるHearing Masterとは異なり、学習者はターゲットとなる

音素・書類が有るか無いかを判断することのみが求められるので、記憶など情報処理上の余分な負

荷はかからず、学習者を音声学的・音韻論的情報処理のみに集中させることができる。

4.　Hearing Master

Hearing Master　図2　以下、 rM)は音節レ/勺レから、語、句、文レベルまでの長さの音声連続

を聴覚刺激として提示し、学習者はそれを聞き取ってローマ字で解答していくというアプリケーシ

ョンソフトであり、訓練、テストそれぞれのモジュールを備えている0

-41



図2

また、間で用いる聴覚刺激は、長さ内容とも指導者ないし管理者が、利用する学習者のレベル、特

性に応じて自由に設定できるようになっている。

このアプリケーションの基本的な考え方も、 Hearing Checkerと同様、瓢陳に関しては、学習者

が行う音韻論的な弁別に対して適切なフィードバックを与えることで、学習者の日本;野昏韻体系を

よりネイティブに近づけていこうというものである。

脚によるフィードバックを含めた、聴覚刺激から解答までの間の学習者の神経心理学的な機序は

ほぼ以下に示す図のようであろうと思われる。

< Input一也Itputプロセス>

まずrMによって与えられた聴覚刺激は、おそらく音声そのものとしてではなく、学習者の中間

翻瀧体系ないuま母語の音韻体系を使って記憶の単位となる音素-と変換され、その変換さ
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れた音素は音節ないしモーラごとにまとまり、短斯記憶の中に一時的に保存される。この短斯記憶

-の保存の前後、学習者にt瀬豆期記憶に保存される音素列に対応する音声の発音を行ったり、その

発音をしているかのように口を動かす姿が観察されたりすることが多へこれに填珂配憶-の保存

の前であれ古瀬豆期記憶装置-の音素列の定着の促進、保存後であれI満期記憶に保存された音素列

から音声-の変換ないしt弱毒期記憶-の定着を促す行動と見なせるが、このような行動ば建常な子

供が言語習得の際によく見せるリ.バーサルkehearsal)と非常に似ている。次に、そのリハーサ

ルを維持しつつ、音素ないし音声からローマ字-の変換が行われる。特にローマ字のキーアサイン

メントを覚えていない学生は、その次に目的のキーの位置を探し、そして最初のインプット(I叩ut)

がキーを押すという手の運動-と変換される。短期記憶からこの手の運動までのプロセスは短期記

憶内に保存されている音素的記憶のストックが無くなるまで繰り返され、それが無くなるとまたイ

ンプットの段階からのプロセスが始まる。

<Feedbackプロセス>

(1)日本語IMによって変換されたひらがな列が与えられた聴覚刺激と同じであれば、別によ

り正解であることが示され、学習者は満足感を得ることができ、学習者がそれまで行った一連の処

理が強化され、より妥当な中間言語的音韻体系が形成される。

(2)モニター上のひらがな列がインプットと異なるという反応がrMにより与えられた場合、

学習者はその原因を考え、原因が、自分の中間言語的音諌体系の問題による入力ミスである場合は

その問題点が修正される。そして、その修正が妥当なものであれば(1)のプロセスによって正反

応が弓封ヒされ、学習者の中間言語的音韻体系はより妥当な中間言語的音韻体系-と発達する。

中間言語的音韻体系のうち妥当な部分がどんどん弓封ヒされる「方、妥当でなし部分は削られて

いくというこのフィーH>1ックによって学習者の音韻論的能力は向上していくと考えられる。また、

Input-仇rtputプロセスの中に観察されるリハーサルによって、子供が調書運動を獲得していくよ
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うに学習者が自分の音声学的能力をも向上させることが期待される。

<日本罷入力のプロセス>

Input-伽tputプロセス

Input一　　　　　　音声連続

1

形態意味論的処理(分節の決定)

音声-の変換・調音運勤kehearsal?)

仇rtput

1

音素(中間言語的音韻体系) -の変換　調音運動(rehearsal)

音節(モーラ)単位での音素的記憶　　(短期記憶)

音声-の変換　　　　　　　　　　　リハーサル

ローマ字-の変換　　　　　　　　　　(リハーサル? )

キーの位置の目視(searching)　　　　リハーサル? )

手の運動(キーを押すつ

<Feedbackプロセス>

Outputで得られた解答が

(1)　正解

1

達成感

1

より妥当な中間言語的音韻体系、

音声と正しい音素列とのリンクの

弓封ヒ仕einforcement)

(2)　　　違う

1

原因の究明

1

(中間言語的音韻体系等の)修正

1

(Input-伽tputプロセスのやり直し)

由元応

1

3日日へ
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fMを使う際、ローマ字を用いるのは、日本ではローマ字による入力が「般的であること、ひらが

な入力を行う1象合に覚えなければならないキーアサインメントよりもローマ字入力で用いるキー

アサインメントの方が数が少なく、入力方法の習熟に時間がかからないと思われたことなどの理由

もあるが、最も大きな理由はローマ字での入力が音韻論的な訓練になると考えられるためである。

しかし、肘に音韻論的教育効果を期待するには、正書法としていわゆる「-ボン式」ではなく、次

のような、より日本語の音韻体系を適切に反映した「訓令式」を用いる必要がある。 I朋ではヘボン

式のローマ字入力でもひらがなに変換するようになってはいるが、事前にこの表を用いて、この入

力方法を教え込んでおかねば洲の訓練効果は半減してしまう。
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ローマ字による入力が音韻論的な訓練になる理由は、最も日本語学習者の数が多い韓国語話者の

場合を例にとると次のように説明できる。

日本語に6滴音と清音の区別があり、一方韓国語の場合には平音と激音との対立がある。これら

の区別は音韻論的にそれぞれ有声音と無声音、無気音と有気音の対立として捉えられる。これらの

違いは日本語内、韓国語内においては明確に区別されるが、音声学均に見ると互いに重なる部分が

あり、日本語の清音の中には有気音と無気音が含まれ、韓国語の平音の中には有声音と無声音が含

まれる。しかし、日本人から見れば、韓国人が日本語を喋る中で教育を使えば、それは常に清音に

聞こえ、平音を使えば語頭以外では濁音に聞こえるので、中級ぐらいまでの日本語学習者が濁音と

清音との対立を近似的に無気音と有気音の対立のように捉えることには問題が無い、というより、

むしろこのように母語の音韻体系を利用し、学習者がより妥当な中間言語的音韻体系を形成するよ

うな方向で指導を行うべきである。さらに、韓国においては日本語教育よりも英語教育の方がより

低年齢から行われているo最近で事剖、学校においても英許教育が始まり、幼児教育としての英語教

育も以前から盛んである。このような状況の中でアルファベットの中の有声音と無声音との対立の

捉え方は日本語の清音と濁音の対立の捉え方よりもこなれていると考えられる。それを利用すると

いう意味でもローマ字入力を行うことは意義があると考えられる。

ところが、 -ボン式は、英語圏の人々がその表記を見て発音した場合、より日本語の発音に近

い発音になるように工夫されており、韓国語を母語とする人々が日本語の清音と濁音との対応関係、

さらには直音と轍音との対応関係を理解するのには向かなレ部分が含まれているO例えば、 「Lや」

と「じゃ」は清音と濁音の関係にあるのに、前者はsha、後者はjaとその関係をこのような表記か

ら把握するのt域しいが、それぞれsya、 zyaと表記すればこれらが有声音と無声音の関係にあり、

さらに「さ」 、 「ざ」との関連まで直観的に捉えることが可能になる。上で示した瓢伶式の-ボン

式と違う部分はこのような観点から工夫されたものである。

また、韓国語には平昔と激音と並んで渡昔と呼ばれる書類がある。音声学的には違いがあるも
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のの、この音は日本人に嘲足音のように聞こえる場合が多いので日本語の促音を濃音で置き換えて

もそれほど開場はなし㌔一方この波音はハングルでも平辞の文字二つの組み合わせ、ローマ字表記

の場合でも重子音として表記される。これは日本語の促音のローマ字表記と同じなので日本語のロ

ーマ字入力の練習をすることは日本語の促音を渡音として中間語的音韻体系の中に取り込むの

にも役立っと考えられる。

更に、日本語において蛾足音の場合以外でも音の長さが語の弁別にとても大きな役割を果たれ

かつてl増車国吉割こおいても音の長ささ糊り的に機能していたらしいが、現代韓国語ではもはや音の

長短は示差的特徴ではなし㌔そのため、韓国人学習者にとってさも　日本語の場合に限らず晋の長短

を区別することが非常に難しいようである。特に長母音と短母音の弁別能力を身に付けさせること

は韓国人学習者に対する日本語音声教育の中で最も重要な課塔として位置づけられると言っても

過言ではなし㌔

ローマ字には母音を表す字母が基本的には5つしかなく、 5母音体系の言語を表記するように

作られている。現代日本語も基本的には5母音体系で、それぞれの母音は音が長いか短いかによっ

ても区別される。ローマ字表記で長母音の場合に母音の上に印をつけることがあるのはそのためで

ある。しかし、日本語正書法のかな表記の場合にはそのような方法が使えないため、長母割増音

字母を組み合わせることによって示される。一方、韓国語の母音は上でも触れたように長さによっ

て区別されることはなし㌔　しかし、韓国語では母音の数が多いことや、ハングルでも基本的な母音

を表わす記号を組み合わせて合成母音と呼ばれる種類の母音を表記するため、韓国語をローマナイ

ズする場合でもローマ字の5つの母音字母を組み合わせて使うことが多い.コンピューターの日本

語入力の際に、ア段、イ段、ウ段の長音、そしてオ段のうち旧仮名遣いで「ほ」や「を」で表記さ

れていた長音はaa、 ii、 uu、 ooと入力しなければならないので、短母音との区別は韓国人学習者

にも直観的に理解され、日本語の入力練習がこれらの各段の長母音と短母音の弁別を彼らの中間言

語的音韻体系の中に組み込む訓練となるが、日本語においてエ段の長母音とオ段の長母音の多くは

-10-



それぞれei、 ouと入力せねばならず、上で角財もたような理由から、韓国人学習者にはこれらが二

重母音、すなわち1モーラの短母音であると認識される恐れがあり、その場合、エ段とオ段の長母

音と短母音を弁別する能力を身に付けさせるための訓練にはならなし㌔従って、より学習効果を高

めるためには、最初のうちは実際にある単語を聴覚刺激として用いることを避け、エ段の長母音と

オ段の長母音はee、 00、と入力するようにしておき、しかる後に実際の語を導入してei、 ouとい

う表記がエ段の長母音とオ段の長母音を表わすことをコンピューターを使った入力練習の際学習

者に常に意識させておく必要がある。この点だけを注意しておけt壊母音と短母音の弁別能力を中

間言語的音韻体系に定着させることができると層われる。

5.さいごに

今回のソフトウエア開発に関し、いくつかの課塔が残された。その内の一つはどのような語を刺

激として用いるのかという問題、もう一一つはこのソフトウエアがどの程度の効果を持つかという評

価である。

これらのソフトウエアは自由に刺激語を設定できるようになっているとはいえ、ある諦を母語

とする学習者に対して有効な帝肋芸、別の語を母語とする学習者に必ずしも有効ではないとい

うことは容易に推測されるのだから、対照音韻論的な手法などにより、特定言語を母語とする学習

者に対して有効と思われる刺激に関するガイドラインのようなものを示すことは可能であろうと

思われる。また、当初の計画ではこのソフトウエアの評価を行うことになっていたのだが、時間的、

予算的余裕がなくソフトウエアを形にするだけで精一杯であった。今後、別の形で今回の研究で不

十分だった点を補いたいと思う。
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